
四
十
周
年
記
念
式
典
が
無
事
に
そ
し
て
成
功
の
内
に

終
了
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
会
員
皆
様
に
対
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
本
実
行
委
員
長
始
め
、
各
部
会
の
皆
様
の
、
何
度

と
な
く
会
議
を
行
い
、
式
典
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
二
回
三

回
と
重
ね
た
結
果
、
式
典
次
第
を
恙
無
く
終
了
し
、
時

間
も
予
定
通
り
に
終
る
こ
と
が
出
き
、
す
ば
ら
し
い
記

念
式
典
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
休
憩
後
の
東

豊
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
部
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞

き
、
祝
宴
で
は
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
が
祝
宴
の
雰
意
気
を

盛
り
上
げ
和
や
か
で
楽
し
い
懇
親
会
で
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
か
ら
お
誉
め
の
言
葉
を
頂

き
、
式
典
部
、
祝
宴
部
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
上
期
で
の
最
大
の
事
業
も
終
り
、
あ
と
一
ヶ
月
余

り
で
下
期
で
あ
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
今
後
、
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
記
念

す
べ
き
年
に
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
対
し

感
謝
を
申
し
上
げ
、
私
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

40周年、新たな気持ちでウィサーブ

（1）

会
　
長

Ｌ．

鈴
木
　
健
一

２００８. １０. ５�

月岡温泉「華鳳」於



新
発
田
菖
城
Ｌ
Ｃ
結
成
四
十
周
年
記
念
式
典
は
十
月

五
日
に
月
岡
温
泉
華
鳳
に
於
い
て
挙
行
さ
れ
、
新
発
田

市
長
片
山
吉
忠
様
は
じ
め
御
来
賓
各
位
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ．

加
藤
弘
明
他
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
役
員
各
位
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
新
潟
セ
ン
ト
ラ
ル
Ｌ
Ｃ
、

二
リ
ジ
ョ
ン
全
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
多
数
の
メ
ン
バ
ー

各
位
か
ら
ご
出
席
を
賜
り
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
当
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全
員
の
協
力
に
よ
り
、

記
念
式
典
　
東
豊
小
学
校
生
徒
に
よ
る
金
管
バ
ン
ド
の

演
奏
　
祝
宴
で
は
月
岡
芸
妓
に
よ
る
祝
い
の
舞
　
ジ
ャ

ズ
演
奏
と
沢
山
の
催
し
を
行
い
、
ご
列
席
の
皆
様
か
ら

楽
し
ん
で
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
共
の
ク
ラ
ブ
は
一
九
六
九
年
に
結
成
さ
れ
チ
ャ
ー

タ
ー
メ
ン
バ
ー
二
十
九
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た

が
、
以
来
四
十
年
に
わ
た
っ
て
地
道
に
奉
仕
活
動
を
続

け
て
来
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
教

え
を
先
輩
ラ
イ
オ
ン
が

忠
実
に
守
り
私
た
ち
に

引
き
継
い
で
く
れ
た
も

の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
結
成
四
十
周
年

を
契
機
と
し
て
、
今
後

と
も
地
域
の
み
な
ら
ず

世
界
に
も
目
を
向
け
た

奉
仕
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
も
の
と
思
い

ま
す
。

40周年、新たな気持ちでウィサーブ

（2）

結
成
四
十
周
年
記
念
式
典
を
終
っ
て

記
念
大
会
実
行
委
員
長

Ｌ．

岡
本
　
俊
一



式
典
次
第
の
一

時
間
ド
ラ
マ
の
シ

ナ
リ
オ
作
成
に
つ

い
て
、
特
に
気
配

り
の
必
要
だ
っ
た

事
を
限
ら
れ
た
原

稿
依
頼
の
中
で
記

し
て
み
た
い
。
シ

ナ
リ
オ
を
書
く
に

は
記
念
紙
に
記
載

さ
れ
る
内
容
が
決

定
し
な
い
と
式
典

次
第
が
判
明
し
な

い
、
岡
本
委
員
長

と
登
録
人
員
の
把
握
、
来
賓
の
最
終
決
定
氏
名
簿
を
記

念
誌
印
刷
〆
切
の
期
限
と
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
の
打
合
せ

の
連
続
で
苦
労
を
重
ね
た
。
そ
の
後
で
の
式
典
で
の
シ

ナ
リ
オ
に
着
手
し
二
回
程
例
会
場
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で

会
員
の
言
葉
使
い
の
ご
指
摘
を
頂
き
修
正
、
又
委
員
長

よ
り
来
賓
入
場
の
際
一
人
一
人
の
紹
介
に
よ
り
式
典
を

盛
り
上
げ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
修
正
の
結
果
、
本
番

で
の
式
典
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
か
つ
予
定
さ
れ
た

一
時
間
内
に
閉
式
を
す
る
こ
と
が
出
来
、
さ
す
が
四
十

年
の
歴
史
あ
る
菖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

司
会
者
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
御
二
人
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

40周年、新たな気持ちでウィサーブ

（3）

四
十
周
年
記
念
式
典
部
会
を
担
当
し
て

記
念
大
会
式
典
部
会
長

Ｌ．

今
井
　
孝
二



（4）

40周年、新たな気持ちでウィサーブ



（5）

新
発
田
菖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結

成
四
十
周
年
を
迎
え
、
地
区
役
員
を
始

め
ブ
ラ
ザ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
祝
福
を
い

た
だ
き
、
盛
大
に
式
典
を
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
新
潟
セ
ン
ト

ラ
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
広
田
元
ガ

バ
ナ
ー
を
先
頭
に
大
勢
の
皆
様
か
ら
ご

参
加
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

四
十
年
の
歴
史
で
す
が
、
駅
前
か
ら

諏
訪
町
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
植
樹
、
今
で

も
美
し
く
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

丸
中
学
校
、
東
中
学
校
の
校
庭
の
桜
も

大
き
く
育
ち
、
生
徒
と
共
に
輝
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
公
共
施
設
へ
の
植
樹

も
数
多
く
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
の
球
技
大
会
を
継
続

事
業
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
、
卓
球
と
市
内
の
中

学
生
五
百
名
以
上
の
参
加
で
、
盛
大
な

も
の
で
し
た
。
学
校
の
事
情
で
中
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
残
念
で
し
た
。

福
祉
事
業
と
し
て
、
高
橋
竹
山
、
竹

与
津
軽
三
味
線
の
演
奏
会
を
行
い
、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
会
へ
資
金
援

助
も
数
多
く
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
か
ら
地
区
ガ

バ
ナ
ー
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
故
豊
島
初
代
会
長
を
始
め
多
く
の

先
輩
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

40周年、新たな気持ちでウィサーブ

私
は
、
昭
和
四
十
四
年
新
発
田
菖
城

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
新
発
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り

総
勢
メ
ン
バ
ー
四
十
名
前
後
だ
と
記
憶

し
て
居
り
ま
す
が
、
会
長
に
、
故
・
豊

嶋
先
生
、
幹
事
に
、
故
・
武
田
氏
に
よ

り
発
足
し
た
わ
け
で
す
が
、
私
も
チ
ャ

ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
仲
間
に
入
れ

て
い
た
だ
き
、
月
日
の
過
ぎ
る
の
は
早

い
も
の
で
四
十
周
年
を
迎
え
る
と
の
こ

と
、
誠
に
お
目
出
度
い
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
方

も
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、
こ
れ

も
人
生
致
し
方
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
想
い
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
仲

間
は
、
皆
様
元
気
で
旅
行
に
飛
び
廻
っ

て
楽
し
い
思
い
出
が
一
杯
あ
り
ま
し

た
。
よ
く
例
会
の
後
、
委
員
会
の
あ
と

酒
食
か
わ
し
、
ダ
ン
ス
に
ふ
け
り
新
道

も
本
当
に
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
今
は
、

全
く
昔
の
に
ぎ
わ
い
が
な
い
様
で
す
。

時
代
も
変
わ
り
急
激
な
国
際
化
時
代
、

変
革
の
時
代
へ
と
、
地
方
は
格
差
社
会

に
対
応
す
る
に
精
一
杯
で
す
。
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
奉
仕
活
動
は
、

新
発
田
市
地
域
社
会
に
対
し
、
益
々
輝

く
も
の
と
信
じ
て
居
り
ま
す
。
今
は
女

性
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
も
十
名
程
居
ら

れ
る
と
の
こ
と
、
政
府
に
も
女
性
の
大

臣
が
ぞ
く
ぞ
く
誕
生
し
て
居
ま
す
。
女

性
の
会
長
も
菖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
誕
生
し
て
い
た
だ
き
、
菖
城
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
益
々
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
、
四
十
年
近
く
お
世
話
に
な
っ
た

皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
お
祝
い
の
言
葉

と
致
し
ま
す
。


